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概
要
書 

靈
寶
經
の
研
究
―
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
を
中
心
に
― 

                                  
        

       

王 

皓
月 

 

中
國
の
歴
史
上
實
在
し
て
い
た
儒
・
佛
・
道
三
敎
の
一
つ
と
し
て
の
「
道
敎
」
と
は
三
洞
四
輔
部

の
經
典
に
基
づ
く
「
敎
」
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
三
洞
部
の
洞
玄
部
靈
寶
經

で
あ
る
。
三
洞
説
・
三
寶
説
な
ど
數
多
く
道
敎
の
敎
理
は
靈
寶
經
が
唱
え
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
靈

寶
經
の
研
究
は
道
敎
研
究
に
お
い
て
は
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
多
く
の
研
究

成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。 

靈
寶
經
研
究
の
通
説
で
は
、
靈
寶
經
の
作
者
と
成
立
時
期
を
推
測
す
る
に
は
、
梁
・
陶
弘
景
の
『
眞

誥
』
卷
十
九
の
「
葛
巢
甫
造
構
靈
寶
、
風
敎
大
行
。」（
十
一
ｂ
）
と
い
う
記
載
を
も
っ
と
も
重
視
し

て
い
る
が
、
し
か
し
陶
弘
景
の
『
眞
誥
』
卷
二
十
に
は
「
陸
（
修
靜
）
既
敷
述
眞
文
赤
書
・
人
鳥
五

符
等
」（
二
ｂ
）
と
い
う
記
載
も
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
陸
修
靜
が
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五

符
』
な
ど
の
經
典
を
敷
述
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』
と
は
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
靈
寶
經
で
あ

り
、「
敷
述
」
と
は
敷
演
・
撰
述
の
意
味
で
あ
る
の
で
、『
眞
誥
』
卷
二
十
で
は
、
陸
修
靜
は
既
存
の

經
典
に
基
づ
い
て
新
し
い
經
典
で
あ
る
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』
な
ど
を
編
纂
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
北
宋
『
崇
文
總
目
』
な
ど
の
歷
史
資
料
で
は
、
陸
修
靜
が
「
昇

玄
歩
虚
章
」
を
作
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
載
せ
る
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山

歩
虚
經
』
も
陸
修
靜
が
編
纂
し
た
靈
寶
經
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人

鳥
五
符
』
・
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
と
い
う
三
つ
の
經
典
を
中
心
に
、
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
を
考

察
す
る
こ
と
に
す
る
。 

次
に
、
小
稿
の
構
成
を
述
べ
て
お
く
。
小
稿
は
『
眞
文
赤
書
』
の
研
究
・
『
人
鳥
五
符
』
の
研
究
・

『
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
研
究
と
い
う
三
篇
か
ら
な
り
、
各
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
三
章
（
補
論
を
含
む
）
あ

る
。 第

一
篇
第
一
章
で
は
、
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
の
成
書
を
中
心
に
陸
修
靜
と
靈
寶

經
の
關
係
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
三
卷
本
の
道
藏
本
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
は
「
靈

寶
經
目
」
で
二
卷
本
と
さ
れ
る
南
朝
本
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
檢
證
す
る
。
そ
し
て
敎
理
と
歴

史
の
二
つ
の
角
度
か
ら
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
と
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と
の
關
係
を

明
ら
か
に
し
、『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
の
な
か
の
陸
修
靜
以
前
に
存
在
し
て
い
た
部

分
と
陸
修
靜
が
新
た
に
作
っ
た
部
分
と
を
仕
分
け
す
る
。
陸
修
靜
の
作
と
見
ら
れ
る
部
分
の
思
想
、

特
に
三
天
と
六
天
の
觀
念
・
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
・
元
始
天
尊
の
神
格
の
成
立
を
考
察
し
、
そ

れ
が
劉
宋
天
師
道
の
思
想
と
經
典
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
陸
修
靜
が
葛
巣
甫

の
作
っ
た
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）』
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』

を
敷
述
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經
の
編
纂
に
關
與
し
た
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
泰
始
七
年
の
「
靈
寶
經
目
」
が
編
纂
さ
れ
た
時
に
「
已
出
」
と
さ
れ
る
元
始
系
靈
寶
經
の
編

纂
は
元
嘉
十
四
年
（
四
三
七
）
の
「
靈
寶
經
目
」
以
前
と
以
後
の
二
段
階
に
行
わ
れ
た
が
、
二
段
階

を
經
て
成
立
し
た
靈
寶
經
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
經
典
で
あ
る
の
か
を
經
典
の
内
容
か
ら
推
測
す
る
。
そ

し
て
、
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
の
三
十
六
卷
の
元
始
舊
經
の
經
目
は
ど
の
よ
う
に
編
纂
さ
れ
た
の

か
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

第
一
篇
第
二
章
で
は
、
祕
篆
文
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
釋
文
を
校
正
す
る
。
こ
れ

ま
で
は
、
祕
篆
文
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
ず
、
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
内
容
を

知
る
に
は
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
な
ど
に
載
せ
る
釋
文
を
用
い
る
し
か
な
か
っ
た
。
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し
か
し
、
各
本
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
特
に
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の

内
容
を
解
釋
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
に
は
、
釋
文
の
内
容
は
他

の
版
本
と
の
違
い
が
多
く
、
字
數
さ
え
一
致
し
て
い
な
い
。
釋
文
だ
け
を
見
て
も
、
ど
の
版
本
の
釋

文
が
祕
篆
文
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
内
容
を
正
確
に
傳
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
と
こ
ろ
で
、
各
本
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
祕
篆
文
と
釋
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
校
正
す
れ

ば
、
も
っ
と
も
正
確
な
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
本
來
七
七
二
字
で
あ
る
が
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
に
載
せ
る

六
六
八
字
の
釋
文
は
陸
修
靜
に
よ
っ
て
改
竄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

第
一
篇
の
補
論
で
は
、
天
師
道
經
典
の
『
旨
敎
經
』
の
成
書
と
内
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
こ

で
『
旨
敎
經
』
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
小
稿
の
議
論
を
進
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
經
典
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
に
お
け
る
六
月
齋
・
十
日
齋

な
ど
の
時
節
齋
の
内
容
は
『
旨
敎
經
』
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
同
じ
文
章
が
兩
經
典
に
見

え
る
の
で
、『
旨
敎
經
』
の
編
纂
の
時
期
や
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
の
編
纂
を
考
察

す
る
に
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
補
論
で
言
及
さ
れ
て
い
る
指
敎
齋
法
と
靈
寶
齋
法
や
塗
炭

齋
法
も
、
天
師
道
と
靈
寶
經
の
關
係
を
研
究
す
る
に
は
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
更
に
、
『
旨
敎
經
』

と
『
太
眞
科
』
の
關
係
に
關
す
る
議
論
は
、
第
二
篇
第
二
章
の
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
研
究
に
お
い
て

は
、
發
爐
・
復
爐
の
語
の
成
立
を
考
察
す
る
時
に
も
參
照
さ
れ
る
。
小
稿
で
は
、
ま
ず
『
旨
敎
經
』

は
『
三
天
内
解
經
』
以
後
、『
太
眞
科
』
以
前
の
四
二
三
年
頃
に
成
立
し
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

『
旨
敎
經
』
の
内
容
を
檢
討
し
て
、
次
の
結
論
を
得
た
。
敎
理
上
指
敎
齋
法
が
天
書
の
靈
寶
經
に
載

せ
る
靈
寶
齋
法
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
歴
史
上
靈
寶
齋
法
は
指
敎
齋
法

に
由
來
す
る
こ
と
を
隱
す
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、『
旨
敎
經
』
で
は
、
指
敎
齋
法
と
と
も
に
塗
炭
謝

儀
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
塗
炭
謝
儀
は
、
五
斗
米
道
で
は
、
も
と
も
と
上
章
の
時
に
行
う
儀
式
で
あ

り
、
指
敎
齋
法
の
影
響
を
受
け
て
、
後
に
齋
法
の
構
造
を
取
り
入
れ
て
、
獨
立
す
る
齋
法
で
あ
る
塗

炭
齋
法
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
『
旨
敎
經
』
が
唱
え
た
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
は
『
旨
敎
經
』
に

唱
え
ら
れ
た
後
に
、
ま
ず
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』
に
取
り
入

れ
ら
れ
、
そ
の
後
『
洞
玄
靈
寶
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
眞
科
』
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
最
後
に
陸

修
靜
が
そ
れ
を
詳
し
く
解
説
し
て
、『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
に
加
え
た
。『
元
始
五
老

赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
の
十
日
齋
の
部
分
に
は
、「
太
淸
玄
元
上
三
天
無
極
大
道
」
や
「
正
一
盟

威
太
上
無
爲
大
道
」
と
い
う
劉
宋
の
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
に
由
來
す
る
神
格
や
觀
念
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
劉
宋
天
師
道
の
道
士
で
あ
る
陸
修
靜
が
そ
の
十
日
齋
の
部
分
の
作
者
で
あ
る
と
い
う
推

測
が
確
認
で
き
る
。 

第
二
篇
第
一
章
で
は
、『
人
鳥
五
符
』
の
成
書
と
影
響
を
考
察
す
る
。
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」

に
は
『
人
鳥
五
符
』
と
呼
ば
れ
る
經
典
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
人
鳥
五
符
』
の
内
容
を
究
明
し

て
、
そ
れ
が
劉
宋
の
時
に
存
在
し
て
い
た
靈
寶
經
で
あ
る
こ
と
を
檢
證
す
る
。『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』

や
北
宋
・
張
君
房
『
雲
笈
七
籤
』
卷
八
十
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
に
は
『
人
鳥
五
符
』
の
一
部
の
内

容
が
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、
兩
者
の
内
容
と
收
め
ら
れ
て
い
る
人
鳥
山
の
眞
形
圖
は
一
致
し
な
い
。

『
雲
笈
七
籤
』
卷
八
十
の
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
は
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
人
鳥
五
符
』
に
お
け
る

「
人
鳥
」
の
部
分
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
年
代
は
元
嘉
七
年
（
四
三
〇
）
か
ら
元
嘉

十
二
（
四
三
五
）
年
ま
で
の
閒
と
推
測
す
る
。
南
宋
以
後
、
「
人
鳥
」
の
部
分
が
『
人
鳥
五
符
』
か

ら
獨
立
し
て
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
に
な
っ
た
が
、
本
來
の
人
鳥
山
の
眞
形
圖
が
無
く
な
っ
て
、
後

序
と
「
太
上
人
鳥
山
眞
形
圖
」
が
本
文
の
後
に
新
た
に
加
え
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
人
鳥
山
經
呪
」
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
、
『
人
鳥
五
符
』
に
は
、
人
鳥
山
の
眞
形
圖
に
關
す
る
内

容
以
外
に
、
『
太
上
洞
眞
經
洞
章
符
』
に
載
せ
る
生
策
五
符
の
部
分
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
『
人
鳥
五
符
』
が
成
立
し
た
後
に
、
ほ
か
の
道
敎
經
典
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
與
え
た
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の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
『
人
鳥
五
符
』
に
は
、
元
始
天
王
と
西
王
母
が
人
鳥
山
の
空
中
に
天
書

を
殘
し
た
と
い
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
話
は
後
に
發
展
し
、
人
鳥
山
が
三
洞
部
經
典
を
保

管
し
て
い
る
山
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
『
上
淸
太
極
隱
注
玉
經
寶
訣
』
で
は
三
皇

經
を
意
味
す
る
「
三
洞
經
」
が
人
鳥
山
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
三
洞
經
」

は
後
に
洞
眞
・
洞
玄
・
洞
神
の
三
洞
部
經
典
の
意
味
に
解
釋
さ
れ
て
、
三
洞
部
經
典
が
人
鳥
山
で
作

ら
れ
た
と
い
う
考
え
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
『
洞
眞
高
上
玉
帝
大
洞
雌
一
玉
檢
五
老
寶
經
』
を

は
じ
め
と
す
る
上
淸
經
で
は
、
上
淸
經
が
人
鳥
山
に
結
び
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
、
『
洞
玄
靈
寶
丹
水

飛
術
運
度
小
劫
妙
經
』
・
『
太
上
洞
玄
靈
寶
八
威
召
龍
妙
經
』
・
『
導
引
三
光
九
變
妙
經
』
と
い
っ

た
、
梁
末
か
ら
唐
初
ま
で
の
閒
に
作
ら
れ
た
三
つ
の
元
始
系
靈
寶
經
に
も
「
人
鳥
山
」
の
觀
念
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

第
二
篇
第
二
章
で
は
、『
人
鳥
五
符
』
に
記
さ
れ
て
い
る
人
鳥
山
の
眞
形
圖
を
供
養
す
る
醮
祭
の

儀
式
（「
人
鳥
山
醮
祭
」）
を
考
察
す
る
。
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
卷
下
の
「
醮
祝
の
儀
」
な
ど
の
從

來
の
醮
祭
の
儀
式
と
異
な
り
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
に
は
劉
宋
天
師
道
の
齋
法
の
影
響
が
見
え
、
醮
祭

と
齋
法
の
二
つ
の
儀
禮
が
融
合
し
た
實
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
融
合
と
は
、
醮
祭
と
齋
法
が
連
續

的
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
醮
祭
に
齋
法
の
儀
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
人

鳥
山
醮
祭
」
の
儀
式
に
は
從
來
の
方
士
が
作
っ
た
醮
祭
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
新
型
醮
祭

と
い
え
よ
う
。「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
齋
法
の
儀
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
儀
式

の
由
來
を
さ
ら
に
遡
っ
て
み
る
と
、
主
に
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
、
劉
宋

の
天
師
道
の
儀
式
で
あ
る
。
發
爐
と
復
爐
の
儀
式
や
三
捻
香
の
儀
式
、
臣
妾
と
稱
す
る
稱
名
位
の
儀

式
な
ど
か
ら
、「
人
鳥
山
醮
祭
」
が
天
師
道
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
、
南
方
の
神
仙
道
の
仙
術
で
あ
る
。
存
思
や
鳴
鼓
と
は
、
元
々
長
生
術
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。 

劉
宋
の
天
師
道
は
、
從
來
の
東
晉
の
五
斗
米
道
の
傳
統
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
南
方

の
神
仙
道
の
儀
式
を
積
極
的
に
吸
收
し
、「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
よ
う
な
新
型
醮
祭
を
作
っ
た
の
で
あ

る
。「
人
鳥
山
醮
祭
」
が
作
ら
れ
た
時
期
に
は
、
指
敎
齋
法
や
「
靈
寶
齋
法
」
が
既
に
一
般
的
に
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
齋
法
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
儀
式
が
「
人
鳥
山
醮
祭
」
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。「
人
鳥
山
醮
祭
」
は
新
型
醮
祭
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
南
齊
の
「
醮
海
神
法
」

は
そ
れ
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

第
二
篇
の
補
論
で
は
、
道
敎
の
齋
法
儀
禮
に
お
け
る
命
魔
の
觀
念
の
成
立
と
展
開
を
考
察
す
る
。

『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』
卷
三
四
や
『
元
始
無
量
度
人
上
品
妙
經
四
注
』
卷
四
九
に
は
、
步
虛
の

前
に
命
魔
の
儀
式
が
あ
る
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
「
命
魔
呪
」
の
出
典
を
「
靈
寶
五
符
人
鳥
經
」
と

記
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、『
人
鳥
五
符
』
で
は
、
人
鳥
山
の
眞
形
圖
に
關
す
る
内
容
以
外
に
、
「
命

魔
呪
」
の
内
容
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
人
鳥
五
符
』
に
「
命
魔
呪
」
が
入
っ
て
い
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
命
魔
の
觀
念
の
成
立
や
步
虛
の
前
に
命
魔
の
儀
式
を
行
う
理
由
な
ど
を
解
明
す
る
時
に

考
察
す
る
。
ま
ず
、
命
魔
靈
幡
の
觀
念
を
作
っ
た
人
は
東
晉
の
上
淸
經
の
編
纂
者
で
あ
る
が
、
『
無

上
祕
要
』
の
太
眞
中
元
齋
品
で
は
、
儀
禮
の
道
具
で
あ
る
命
魔
靈
幡
が
は
じ
め
て
齋
法
儀
禮
に
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
符
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
て
、
佛
敎
の
よ
う
に
旗
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
太
眞
中
元
齋
で
は
上
淸
經
の
『
上
淸
髙
上
玉
晨
鳳
臺
曲
素
上
經
』
に
載
せ
て
い
る
五

帝
命
魔
靈
幡
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
太
眞
中
元
齋
が
上
淸
齋
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
命
魔

密
呪
に
つ
い
て
は
、
劉
宋
初
期
の
靈
寶
齋
法
で
あ
る
自
然
齋
法
が
靈
寶
經
の
『
人
鳥
五
符
』
か
ら
「
命

魔
呪
」
を
取
り
入
れ
て
、
歩
虚
の
前
に
新
た
に
命
魔
密
呪
の
儀
式
を
考
案
し
た
。
命
魔
密
呪
の
儀
式

は
、
劉
宋
初
期
か
ら
北
周
の
武
帝
末
ま
で
の
閒
に
、
自
然
齋
法
・
百
姓
齋
法
・
塗
炭
齋
法
と
い
う
三

つ
の
齋
法
儀
禮
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

第
三
篇
第
一
章
で
は
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛
經
』
の
成
立
が
注
目
さ
れ
る
。
北
宋
『
崇

文
總
目
』
な
ど
の
資
料
で
は
、
陸
修
靜
が
「
昇
玄
步
虛
章
」
を
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
が
、「
昇
玄
步
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虛
章
」
は
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
に
相
當
し
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛
經
』
に
載
せ
て
い
る
の

で
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛
經
』
は
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
靈
寶
經
の
一
つ
で
あ
る
の
か
を
檢
證
し

た
い
。
ま
た
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛
經
』
は
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
『
太
上

説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
に
相
當
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
道
藏

本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛
經
』
は
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、

唐
代
の
頃
に
「
太
上
智
慧
經
讚
」
な
ど
の
内
容
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
章
に
お
い
て
は
、

道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛
經
』
の
成
立
の
問
題
を
檢
討
し
、
さ
ら
に
各
道
書
の
引
文
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛
經
』
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
な
ど
の
内
容
は
本
來

劉
宋
の
頃
に
成
立
し
た
仙
公
系
靈
寶
經
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
檢
證
す
る
。
ま
ず
、
北
宋
の
『
崇

文
總
目
』
や
南
宋
の
『
通
志
』
に
よ
れ
ば
、
陸
修
靜
が
「
昇
玄
歩
虚
章
」
の
作
者
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
記
載
は
道
敎
の
敎
理
に
背
く
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山

經
』
の
構
造
は
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
を
は
じ
め
と
す
る
元
始

系
靈
寶
經
の
構
造
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
元
始
系
靈
寶
經
よ
り
も
先
に
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る

の
で
、
陸
修
靜
が
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
作
っ
た
可
能
性
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、『
太

上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
の
經
典
名
に
は
歩
虚
の
二
文
字
が
な
く
、
太
上
道
君
が
玉
京
山
を
解
説

す
る
内
容
を
記
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
「
昇
玄
歩
虚
章
」
に
相
當
す
る
「
靈
寶
步
虛
辭
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
陸
修
靜
は
經
典
の
内
容
に
よ
っ
て
、
元
始
舊
經
で
あ
る
「
昇
玄
歩
虚
章
」

と
對
應
す
る
經
典
は
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
で
あ
る
と
決
め
た
の
で
あ
る
。「
靈
寶
歩
虚

辭
」
だ
け
で
は
經
典
に
は
な
ら
な
い
の
で
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
は
最
初
か
ら
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉

京
山
經
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』

に
は
、「
太
上
昇
玄
歩
虚
章
」
と
い
う
別
名
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
唐
の
初
頃
に
ほ
か
の
靈
寶
經
の

經
典
名
と
統
一
し
、
さ
ら
に
『
昇
玄
經
』
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
、
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚

經
』
の
經
典
名
が
成
立
し
、
從
來
の
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
と
區
別
す
る
た
め
に
、

仙
公
系
靈
寶
經
か
ら
「
太
上
智
慧
經
讚
」・「
五
眞
人
頌
」・「
禮
經
三
首
呪
」
と
靈
寶
經
の
傳
授
の
系

譜
や
、
上
淸
經
か
ら
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
と
い
っ
た
新
し
い
内
容
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
存

思
法
は
明
の
頃
に
道
藏
本
に
入
れ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

第
三
篇
第
二
章
で
は
、
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
儀
式
で
あ
る
靈
寶
步
虛
を
考
察
す
る
。
靈
寶
步
虛
に

使
わ
れ
て
い
る
「
靈
寶
步
虛
辭
」
は
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛
經
』
の
中
心
的
内
容
で
あ
り
、
靈
寶

步
虛
の
成
立
と
上
淸
經
の
步
罡
や
佛
敎
の
繞
佛
と
の
關
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
梁
末
や
唐
の

初
期
に
成
立
し
た
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
丹
水
飛
術
運
度
小
劫
妙
經
』
で
は
洞
玄
齋
法
を
行
う
時
に

梵
音
で
「
靈
寶
步
虛
辭
」
を
歌
う
よ
う
規
定
す
る
が
、
道
敎
に
お
け
る
梵
音
の
成
立
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
實
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
推
測
す
る
。
最
後
、
道
敎
音
樂

の
研
究
に
お
け
る
「
靈
寶
步
虛
辭
」
の
位
置
づ
け
を
檢
討
す
る
。
ま
ず
、
靈
寶
歩
虚
の
原
型
は
天
上

界
の
儀
式
で
あ
る
が
、
劉
宋
の
初
期
に
成
立
し
た
『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』
に
記

さ
れ
て
い
る
「
靈
寶
齋
法
」
を
は
じ
め
と
す
る
齋
法
儀
禮
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
齋
法
儀
禮
で
は
、

靈
寶
歩
虚
を
行
う
た
め
の
、
叩
齒
・
存
思
・
命
魔
密
呪
・
歩
虚
と
い
う
儀
式
の
流
れ
は
劉
宋
の
初
期

に
成
立
し
た
自
然
齋
法
か
ら
定
着
し
た
が
、
そ
れ
は
東
晉
の
上
淸
經
の
歩
罡
で
の
叩
齒
・
存
思
・
密

呪
・
歩
罡
の
儀
式
の
流
れ
を
模
倣
し
て
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
上
淸
經
の
『
太
上
飛
行
九

晨
玉
經
』
で
は
歩
罡
を
行
う
時
に
三
篇
の
「
徘
徊
游
行
九
晨
羽
章
」
が
歌
わ
れ
る
が
、
「
靈
寶
歩
虚

辭
」
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た
と
推
測
す
る
。
た
だ
し
、
靈
寶
歩
虚
と
東
晉
の
上
淸
經
の
歩

罡
と
は
違
っ
て
、
靈
寶
歩
虚
の
際
に
は
道
士
が
星
圖
に
よ
っ
て
移
動
す
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
代
わ

り
に
香
爐
或
い
は
香
燈
を
め
ぐ
っ
て
旋
行
す
る
。
こ
の
靈
寶
歩
虚
で
の
旋
行
は
、
佛
敎
の
繞
佛
の
影

響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
敎
で
は
右
繞
で
あ
る
が
、
道
敎
で
は
「
左
主
生
、
右
主
死
」
の
觀
念

に
基
づ
い
て
、
左
繞
に
變
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
梁
末
や
唐
の
初
期
に
成
立
し
た
靈
寶
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經
の
『
洞
玄
靈
寶
丹
水
飛
術
運
度
小
劫
妙
經
』
で
は
、
梵
音
（
梵
天
音
）
で
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
唱

え
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
道
敎
に
お
け
る
華
夏
音
・
梵
音
（
梵
天
音
）
と
い
う
二
つ
の
音
韻
の

成
立
と
使
用
に
關
す
る
考
察
を
通
じ
て
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
道
敎
側
は
老
子
が
外
國

の
梵
音
で
説
敎
し
た
と
説
き
、
梵
音
（
梵
天
音
）
も
華
夏
音
と
と
も
に
道
敎
經
典
を
讀
む
時
の
正
音

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
上
淸
太
極
隱
注
玉
經
寶
訣
』
で
は
、
人
鳥
山
の
上
の
衆
聖
が
梵
音
（
梵
天

音
）
で
經
典
を
朗
讀
す
る
と
説
く
よ
う
に
、
梵
音
（
梵
天
音
）
の
使
用
は
た
だ
架
空
の
よ
う
で
あ
り
、

道
士
の
閒
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
載
は
見
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
大
洞
齋
法
に

羅
天
玄
音
が
配
當
さ
れ
、
靈
寶
齋
法
に
梵
音
（
梵
天
音
）
が
配
當
さ
れ
、
洞
神
齋
法
に
中
夏
音
が
配

當
さ
れ
る
と
い
う
對
應
關
係
は
、
た
だ
『
洞
玄
靈
寶
丹
水
飛
術
運
度
小
劫
妙
經
』
の
作
者
の
想
像
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
後
に
、
道
敎
音
樂
の
曲
調
・
器
樂
・
歌
詞
と
い
う
三
つ
の
方
面
か
ら
、
靈

寶
歩
虚
と
早
期
の
道
敎
音
樂
と
の
關
係
を
見
て
き
た
。
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
と
對
應
す
る
決
ま
っ
た
曲

調
は
な
い
の
で
、
所
謂
「
歩
虚
調
」
と
は
一
つ
の
曲
調
で
は
な
く
、
ま
た
、
靈
寶
歩
虚
と
い
う
儀
式

で
演
奏
す
る
決
ま
っ
た
器
樂
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
道
敎
音
樂
で
は
、
實
は
歌

詞
と
し
て
の
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
歌
詞
と
し
て
の
「
靈

寶
歩
虚
辭
」
が
作
ら
れ
る
前
に
、
東
晉
の
上
淸
經
の
編
纂
者
は
既
に
大
量
の
眞
人
歌
を
作
っ
て
い
た

が
、『
上
淸
諸
眞
章
頌
』
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、「
靈
寶
歩
虚
辭
」
の
影
響
が
大
き
く
な
る
に
つ

れ
て
、
上
淸
經
の
讚
頌
で
も
歩
虚
の
觀
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

第
三
篇
の
補
論
で
は
、
い
わ
ゆ
る
葛
洪
の
「
枕
中
書
」
の
眞
僞
を
論
じ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
「
枕

中
書
」
の
眞
僞
に
つ
い
て
の
論
文
が
幾
つ
か
あ
る
が
、
ま
だ
定
説
が
な
い
。
小
稿
の
考
察
に
よ
り
、

「
枕
中
書
」
の
内
容
は
三
國
呉
・
徐
整
の
『
三
五
曆
紀
』
に
類
似
し
、
兩
者
の
宇
宙
論
が
蓋
天
説
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
特
に
、「
枕
中
書
」
に
見
え
る
「
天
形
如
巨
蓋
」
と
い
う
表
現
は
、

蓋
天
説
の
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
。
ま
た
「
枕
中
書
」
で
は
、
宇
宙
の
混
沌
の
狀
態
を
鷄
子
に
喩
え

て
お
り
、
渾
天
説
の
天
が
地
を
包
む
樣
子
を
喩
え
る
鷄
子
と
は
異
な
る
。
さ
ら
に
「
枕
中
書
」
に
は
、

天
地
の
距
離
は
「
三
萬
六
千
里
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
數
字
は
當
時
の
天
文
學
の

諸
説
と
異
な
る
の
で
、「
枕
中
書
」
の
作
者
は
あ
ま
り
天
文
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
る
。
元
始
天
王
や
玉
京
山
な
ど
の
「
枕
中
書
」
に
記
さ
れ
て
い
る
觀
念
が
葛
洪
の
考
案
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
、
靈
寶
五
符
以
外
に
、
葛
洪
の
時
代
の
經
典
と
東
晉
末
や
劉
宋
初
期
の
靈
寶
經
と

の
思
想
的
な
繋
が
り
は
非
常
に
尐
な
い
と
も
い
え
よ
う
。 

最
後
に
、
次
の
三
點
が
本
論
の
考
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
論
で
あ
る
。 

第
一
に
、
陸
修
靜
が
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
靈
寶
經
の
編
纂
に
關
與
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

第
二
に
、
陸
修
靜
は
敷
演
と
い
う
手
法
で
靈
寶
經
に
編
纂
に
關
與
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

第
三
に
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經
を
敷
演
し
た
目
的
の
一
つ
と
し
て
は
、
天
師
道
の
敎
法
や
儀
禮
を
靈

寶
經
と
融
合
さ
せ
、
同
時
に
靈
寶
經
に
よ
っ
て
天
師
道
の
傳
統
の
敎
法
や
儀
禮
に
神
聖
性
を
與
え
る

こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。 


